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参考資料１　建物部位ごとの考え方を示した事例
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2  基本的方針等を踏まえた施設整備水準 

2-1  改修等の設備水準の設定 

 長寿命化改修は，老朽化した施設を将来にわたって長く使い続けるため，単に物理的な

不具合を直すのみではなく，建物の機能や性能を現在の学校施設に求められている水準ま

で引き上げ改修することです。 

 長寿命化改修の整備水準の設定においては，町内の学校施設を長期的に使用するため，

把握した施設の現状から，今後の改修等によりどの水準まで引き上げるかを施設の部位ご

とに検討し，町内の学校施設に関する統一的な方針を設定します。 

 なお，整備水準の設定においては，「安全面」，「機能面」，「環境面」や「ライフサイクル

コスト」を考慮し設定しました。 

 

2-1-1  建築物外部 

①鉄筋コンクリート造の校舎・体育館等における外壁の劣化対策は，劣化進行度に応じた

工法を選定します。 

例：劣化進行度 小 コンクリートのひび割れ補修工法や中性化抑制等 

劣化進行度 大 コンクリートの断面修復工法や鉄筋の鉄筋腐食補修等 

②外壁工法の選定は，剥落する恐れのないものを選定し，周辺環境との調和に配慮します。 

③建築物外部材質の選定は，防火性，防汚性，耐久性，耐水性等に優れたものとします。 

④外壁等の改修の際は，屋内の熱の損失及び外気の影響等を受けにくい断熱材を選定します。 

⑥犬走りやテラス，その他児童が通行する部分は，児童の通行に支障が生じない程度に，

危険な突起物や段差等を設けません。 

 

2-1-2  屋上・屋根 

①屋上防水は原則，撤去・更新とし，耐久性に優れた材料・工法を選定します。ただし，

部分的な劣化の場合は，既存防水非撤去工法とします。 

②屋根工法の選定は，剥落する恐れのないものとし，耐久性の高い材質を選定します。 

③笠木，ルーフドレイン等は，屋上防水改修に合わせて撤去・更新します。 

④屋上を利用する場合は，墜落事故に対する安全面の水準が高いものとし，保護ネット・

柵等を設けます。 

⑤必要に応じて，太陽光パネルの設置や屋上緑化の検討します。 

屋上の老朽化対策の例① 屋上の老朽化対策の例② 屋根の耐久性向上の例 
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かぶせ工法によるシート防水 

（既存防水非撤去工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
カラーガルバリウム鋼板の利用 

※学校施設の長寿命化改修の手引，小学校施設整備指針より引用 
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2-1-3  建築物内部 

①内部仕上げの安全性や強度の水準は，児童の活発な活動，家具，教育機器等の頻繁な移

動等を考慮するものとし，十分な安全性，強度を持つものとします。 

②家具，設備等の設置については，確実に固定するものとします。 

③材質の防火性の水準は高いものとし，特に，火器使用室，暖房器具の周辺等の天井，壁

等の内装は，十分な防火性のある材質のものを使用します。 

④敷地内通路や昇降口等の安全水準は，雨天時の転倒や車いすの通行を考慮したものとし

ます。床面は滑りにくい仕上げとし，またバリアフリーに配慮し，車いす使用者の通過

を妨げるような段差を設けず，通過可能な幅を確保します。 

⑤水を使用する部分及び昇降口，新旧校舎との境界面等の雨等が持ち込まれる部分につい

ては，耐水性，耐湿性及び耐食性の水準が高いものとする。また，濡れても滑りにくい

材質のものをとします。 

⑥天井，壁等の工法は，剥落するおそれのないものを選定します。 

⑦柱は衝突時の被害を最小限とするものとし，面取り処理やカバーの設置をします。 

⑧和式便所は洋式化とし，小便器は壁掛け式小便器とする。床はドライ方式とします。 

 

バリアフリー導入の例 トイレ改修の例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

校舎玄関にスロープを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

低リップ壁掛け式小便器の整備 

※学校施設の長寿命化改修の手引，小学校施設整備指針より引用 

 

2-1-4  外構 

①囲障を計画する際は，防犯面を考慮し，視線が通り死角を作らないことに配慮するもの

とし，ブロック塀等は避け，フェンス等を採用します。 

②大雨時にグラウンドの冠水が見られる学校施設は，適切な雨水対策を実施します。 

 

防犯対策の例 

 

 

 

 

 

 

 

 
見通しの利くフェンスの設置 

※小学校施設整備指針より引用 
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2-1-5  設備 

①CO2 の削減やランニングコスト低減に配慮した省エネルギー効率の高い機器を選定しま

す。 

②受水槽・高置水槽，貯湯槽等の材質の選定水準は，耐用年数の長い材質のものとします。 

③設備配管は，洗浄工法，更生方法，更新方法の順に適切に選択します。 

④情報設備の整備は，無線 LAN を用い，校内どこでも ICT を利用できる環境とします。 

⑤照明の整備は，環境負荷の低減の観点から，センサー等を利用した方式を選定します。 

⑥災害時における照明設備は，災害時にも自家発電設備で発電した電気で屋内照明を点灯

させるようにします。なお，夜間に照度を調整できるよう，調光機能付きの照明としま

す。 

⑦防犯，防災面の配慮として，常夜灯を設置し，前庭部等をライトアップします。 

⑧防犯の水準は，外部からの来訪者を確認し不審者の侵入を防ぐものとし，防犯カメラや

赤外線センサー，インターホン等の防犯設備を，必要に応じ門の周辺に設置します。 

 

防犯設備設置の例① 防犯設備設置の例② 

 

 

 

 

 

 

 
 

防犯カメラの設置 

 

 

 

 

 

 

 
玄関に設置されたカメラ付きイ

ンターホン 

※学校施設の長寿命化改修の手引，小学校施設整備指針より引用 
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鎌ケ谷市学校施設長寿命化計画

平成３１年（2019年）３月

鎌ケ谷市 教育委員会
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（１）改修等の整備水準

更新周期(年)

<主な部位の計画更新周期>

空調設備 15

外壁

電気設備

給排水設備 30

15

30

屋上防水・屋根

部位

20

ア 屋上防水・屋根

屋上や屋根は、直射日光、風雨、温度差といった外部環境から内部環境を

守る役割があります。

屋上防水はアスファルト防水、シート防水、塗膜防水で改修し、屋根は長

尺金属板若しくは塗膜防水で改修を進めます。

イ 外壁

外壁は、外部（風雨、温度差）から躯体や内部環境を守る重要な役割を担

っています。

ＲＣ造外壁については、モルタルの浮き、ひび割れ、鉄筋の爆裂等を改修

し、その上から塗装を施して躯体を保護します。

鉄骨造の外壁は、現状の劣化状況によりサイディング若しくは塗装で改修

します。

ウ 電気設備

電気設備には、受変電設備、分電盤設備、コンセント設備、通信設備等が

あります。

施設全体の機能低下を防ぐよう改修を進めるとともに、省エネルギー、環

境負荷軽減の視点に立った改修を進めます。

建物改修の実施については、現地調査及び定期点検等により現状把握を行

い、主な部位の計画更新周期を勘案して実施の判断をします。

６ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等

-28 -
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（２）維持管理の項目・手法等

エ 給排水設備

給水設備には、受水槽、高架水槽、揚水ポンプ等があり、排水設備には、

浄化槽、集水槽、排水ポンプ等があります。これらも電気設備同様に、施設

全体の機能低下を防ぐよう改修を進めるとともに、衛生設備は、トイレの洋

式化及び乾式化などを行っています。

オ 空調設備

良好な室内環境を維持するため、空調設備は重要な役割を担っています。

機器の保守点検を適切に行い、設備の維持管理を徹底します。

各学校施設の維持管理を効率的かつ効果的に実施するため、建物の基本情

報及び配置図並びに工事履歴等について、学校ごとに情報を整理します。

また、劣化状況調査票を作成するための現地調査の際は、建物の劣化状

況と併せて写真により記録します。

-29 -
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長久手市学校施設長寿命化計画    

   

   

        
2019 年 3 月 

長久手市教育委員会 
✓ 
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第５章  基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等   
１ 改修等の整備水準 

長寿命化において配慮すべき性能に対して、各部の整備レベルを設定し、費用対効

果を考慮して最適な使用を検討します。 

 

（１）屋上防水・屋根仕上げ 

屋上防水は、原則として、既存の防水を撤去・更新し、耐久性に優れた材料及び工

法を選択します。 

屋根仕上げは、老朽化が著しい場合は、撤去・更新し、耐久性に優れた材料及び工

法を選択します。老朽度が軽微な場合は、再使用します。  
    防水層の物理的耐用年数表                

種 類 耐用年数 

塗膜防水 10～13年 

シート防水 13～15年 

アスファルト防

水 

コンクリート保護層なし 13～15 年 

コンクリート保護層あり 17～20 年  
【写真 耐用年数の長い金属屋根の例（ガルバリウム鋼板）（北小学校多目的棟）】 

   
9



 

17 

 

（２）外壁・外部建具改修 

外壁のクラックや欠損等は補修を行います。仕上げ材は耐久性に優れた材料及び工

法を選択します。 

外部建具周りのシーリングは、撤去更新します。また、外部建具に使用するガラス

は、強化ガラスの使用又は飛散防止フィルムを使用します。  
塗膜の美観上の耐用年数表      

種 類 耐用年数 

アクリル系 6～7年 

ウレタン系 8～10年 

シリコン系 12～15 年 

フッ素系 15～20 年  
（３）内装改修 

仕上げ材は、揮発性有機化合物を含む材料を避け、原則Ｆ☆☆☆☆のものを使用す

るとともに耐久性に優れた材料を選択します。 

・天井仕上げは、反響音に配慮して、吸音性能に優れた仕上げ材の使用します。 

・床仕上げは、表面をサンダー掛けして、ワックスを塗布することを基本とします。 

・間仕切り壁は、衝撃や耐火性にも優れているスチール製の使用を基本とします。 

 

【写真 普通教室の改修例（長久手中学校）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10



18 

（４）電気設備改修

ランニングコストを考慮して、省エネルギー効果の高い機器を選定します。

改修する照明器具は、ＬＥＤ照明とします。 

人感センサーを使用することにより、消費電力の低減を図ります。 

電気設備の保守点検結果に基づき、受変電設備関係の更新を行います。 

【写真 ＬＥＤ照明の例（長久手中学校）】 

（５）機械設備改修

ランニングコストを考慮して、省エネルギー効果の高い機器を選定します。

受水槽や給排水配管は、20 年を目安に配管内調査を行い、劣化が進んでいる場合

は、撤去・更新します。 

プールのろ過機は、保守点検結果に基づき、更新を行います。 

（６）バリアフリー改修

ユニバーサルデザインの考え方をもとに、学校施設のバリアフリー化を図ります。

エレベータは、保守点検結果に基づき、補修又は更新を行います。

（７）防災・防犯対策

校舎や屋内運動場の外部建具の窓ガラスに貼り付けている飛散防止フィルムの更新

を行います。 

防犯対策として各学校に設置している防犯カメラの更新を行います。 
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東郷町学校施設長寿命化計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3月 

 東郷町教育委員会  
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第５章 基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等 
 １ 改修等の整備水準 
  ⑴ 整備項目と整備水準の設定 
    長寿命化改修は、児童・生徒にとって安全・安心で快適な生活環境や学習環境の改善を目

的とし、児童・生徒数の動向、本町の財政事情などを考慮した計画的かつ効率的な施設整備

とします。ここでは、各学校施設の個別計画に一定の質を確保する目的で長寿命化改修の整

備水準を設定し、躯体等の構造安全性の確保、多様な教育活動に対応した諸室の整備、バリ

アフリー化など併せて行います。  
  ⑵ 老朽化に係る整備項目 
    建物の外部・内部仕上げ、設備などの経年による劣化や機能低下を長寿命化改修により改

善します。学校施設・棟により築年数や老朽化の程度が異なるため、改修内容は劣化状況調

査の結果を踏まえて選定します。 

   ア 屋上防水および屋根改修 

    ① 屋上防水は、原則として、既存の防水仕様は撤去・更新し、長寿命で耐久性に優れた

材料・工法を選定します。ただし改修履歴や老朽度の程度に応じて既存防水非撤去工法

とします。 

    ② 屋上防水は断熱工法とし、断熱地域区分を踏まえた断熱材を選定します。 

    ③ 笠木は、屋上防水改修に併せて撤去・更新します。 

    ④ ルーフドレンは、屋上防水改修に併せて撤去し、改修ドレンに更新します。 

    ⑤ 金属屋根は、著しい老朽や漏水等が見られる場合は撤去・更新します。長寿命で耐久

性に優れた材料・工法を選定し、老朽化の程度が軽微なものは再使用します。 

    ⑥ 屋内運動場等の勾配屋根の軒樋は撤去・更新します。 

 

屋上防水改修例 金属屋根改修例    

既存防水層を残したシート防水か

ぶせ工法の例。撤去工法に比べて工

期短縮が可能となる。 改質アスファルト防水の例。コンク

リートによる押え仕上げを施せば

耐用年数が更に長くなる。 耐久性の高いガルバリウム鋼板を

用いた金属屋根の例。塗り直しは約

15年ごとに行う。 

図 ５-２５：屋上防水および屋根改修の例（「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」より） 
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   イ 外壁・外部建具改修 

    ① 鉄筋コンクリート造の校舎・屋内運動場の外壁は、中性化の進行状況に応じた中性化

抑制対策を行います。 

    ② 外壁のクラックや欠損などは適切な補修を行います。外壁仕上げは長寿命で耐久性に

優れた材料・工法を選定し、色調は周辺環境との調和に配慮します。 

    ③ 外壁・外部建具周りのシーリングは、防水性・水密性等を回復するため撤去・更新し

ます。 

    ④ 外部建具は、既存建具の仕様や工期等を踏まえて適切な改修工法を選定します。 

    ⑤ 外部建具に使用するガラスは、強化ガラスなど開口部の安全性能を向上するものを選

定します。 

中性化抑制対策例 外部建具改修例 強化ガラス    

躯体に塗布することで浸透し、中性

化したコンクリートの改質強化、ク

ラックの抑制効果が得られる。 既存のサッシ枠に新しいサッシ枠

を取り付けるカバー工法。撤去工法

に比べて工期短縮が可能となる。 通常の板ガラスに比べ強度が高く、

割れても破片が粒状になり、児童や

生徒が怪我をしにくい。 

図 ５-２６：外壁・外部建具改修の例（左：「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」より） 

（中央：「校舎のエコ改修の推進のために」より） 
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  ウ 内装改修 

   ① 仕上材は、諸室の用途や利用特性に配慮し、耐久性に優れた材料を選定します。 

   ② 使用する材料は、揮発性有機化合物等を含む材料を避け、原則Ｆ☆☆☆☆注 1の材料とし

ます。 

   ③ ガラスを用いる箇所は、「ガラスを用いた開口部の安全設計指針」（建設省住宅局監修）

を踏まえて安全性を確保します。 

   ④ 教室のロッカーや教材棚等の造作家具、特別教室の実験台等は撤去・更新します。 

   ⑤ 防火区画や使用する材料の防火性能等は、現行の建築基準法に適合するものとします。 

   ⑥ 劣化状況調査結果より、耐用年数未満や老朽化の程度が軽微なものは、部分補修等によ

り再使用します。 

普通教室改修例 間仕切壁改修例 床フローリング改修例    

白を基調とした明るい教室。天井は

吸音性に優れた岩綿吸音板仕上げ

とし、教室内の音環境を向上する。 衝撃にも強いスチール製間仕切壁。工事工程が少なく、パネルパターン

やドアなど様々な組合せが可能と

なる。 
床フローリング表面の傷んでいる

部分をサンダー掛けし、ワックスを

塗布する。 
図 ５-２７：内装改修の例 

左：第七狭田小学校（東京都） 中央：高嶺小学校（東郷町） 右：東郷小学校（東郷町） 

(左写真は「環境に配慮した学校施設の整備推進_エコスクールパイロットモデル事業事例集」より） 

 

  注 1 Ｆ☆☆☆☆：ホルムアルデヒドに関する規制で内装に使用する面積の制限のない材料 
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  エ 電気設備改修 

   ① CO2 の削減やランニングコストの低減に配慮した省エネルギー効果の高い機器を選定し

ます。 

   ② 使用する器具の種別は最小限とし、維持管理が容易なものとします。 

   ③ 改修する照明器具はＬＥＤ照明とします。 

   ④ 照明点滅系統の細分化や人感センサー等の工夫により、消費電力の低減を図ります。 

   ⑤ 受変電設備は、原則として、撤去・更新します。 

   ⑥ 幹線動力設備、情報設備、各配線等の電気設備機器は、原則として、撤去・更新します。 

   ⑦ 劣化状況調査結果より、耐用年数未満や老朽化の程度が軽微なものは、部分補修等によ

り再使用します。 

 

  オ 機械設備改修 

   ① CO2 の削減やランニングコストの低減に配慮した省エネルギー効果の高い機器を選定し

ます。 

   ② 受水槽や衛生陶器、水栓、給排水配管等は、原則として、撤去・更新します。 

   ③ 劣化状況調査結果より、耐用年数未満や老朽化の程度が軽微なものは、部分補修等によ

り再使用します。 

LED照明改修例 人感センサー設置例 節水型トイレ   
 

通常の蛍光灯よりも明るく、消費電

力も少ない。また、寿命が長いため

交換頻度が少ない。 

トイレ等に人感センサーを設ける

ことで照明の切り忘れを防止し、省

エネルギー化を図る。 

従来の便器に比べて洗浄水量の少

ない節水型機器を採用することで

大幅に水使用量が削減できる。 

図 ５-２８：設備改修の例 

左：「新たな学校づくりのアイディア集」より 中央：「環境に配慮した学校施設の整備推進エコスクールパイロッ

トモデル事業事例集」より 右：「環境に配慮した学校施設の整備推進のために」より 
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  ⑶ 安全に係る整備項目 
    児童・生徒が安全安心に学校で過ごせるようにするためには、十分な防犯機能、防災機能

を整備することが重要です。 

   ア 防犯対策 

    ① 不審者の侵入や児童・生徒への接近を防ぐため、正門などの敷地出入口や教職員の目

の届きにくい場所に防犯カメラを設置します。 

    ② 緊急時に警察や消防等に通報する緊急通信設備を整備します。 

    ③ 敷地内外の領域が不明確な部分は、フェンス等により明確化します。 
   イ 非構造部材の耐震化 

    ① 書棚やロッカー等は、転倒防止のため壁や床に固定します。 
    ② 壁掛式の放送機器などの落下防止対策を講じます。 
    ③ 屋内運動場は避難所としての機能を確保するため、窓ガラスが地震等により割れて飛

散しないよう防止フィルムを貼るなど、二次被害の拡大を防止します。 
   ウ 防災機能の強化 

    ① トイレは、災害時に高齢者や障がい者が利用しやすくするため洋式化及び段差解消を

図ります。 
    ② 災害時に使用する備品装備を保管する防災倉庫を設置します。 
   エ バリアフリー改修 

    ① 正門から昇降口や教室まで、車いす利用者等が移動しやすいよう段差を解消します。 

    ② 校舎内の階段は、両側に手摺りを設けます。 

    ③ １階には、多目的トイレを整備します。 

 

  ⑷ 機能向上に係る整備項目 
    児童・生徒のほか、地域住民も利用する公共施設として、機能性や快適性に配慮した改修

メニューを選定します。 
   ア 教育環境の向上 

    ① 余裕教室を活用する少人数学習への展開などを考慮します。 

    ② 普通教室、特別教室にＩＣＴ教材を使用するための設備を整備します。 

   イ トイレ改修 

    ① 大便器は洋式化します。 

    ② 床は乾式とします。 

    ③ その他衛生器具は、使いやすさやメンテナンスを考慮し選定します。 

 

  ⑸ 環境に配慮した整備項目 

    地球温暖化をはじめとする環境問題についての理解と関心を深めるための環境教育の重要

性が高まっています。 
    環境負荷の低減を図るエネルギー使用の効率化や自然エネルギーの活用など環境に配慮し

た改修メニューを選定します。 
   ア エコ改修 

    ① 断熱性能を向上します。 
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    ② 木材やリサイクル建材などの積極的な利用を図ります。 

    ③ メンテナンス性の向上や高耐久な建材を使用し、長寿命化を図ります。 

    ④ 設備機器は、高効率で省エネルギーに配慮した機器を選定します。 

    ⑤ 通風を利用した室内環境の整備を図ります。 

 

  ⑹ 工事に配慮した整備項目 

   ア 工事における配慮事項 

    ① 工事期間中は、学校施設の利用者や周辺住民に対する安全確保に十分配慮します。 

    ② 授業への影響や周辺住民の生活環境に対する影響を考慮し、騒音や振動、粉塵等の発

生を抑えた工法とします。 

    ③ 工事範囲を区画する仮設間仕切の設置や撤去工事の際の飛散防止養生、雨養生など、

工事中の危険防止や建物の保護に十分配慮します。 

    ④ 建具や設備機器など製作から納品まで期間を要するものは、工期を考慮して工法、機

器等を選定します。 

    ⑤ 工期は可能な限り短期化を図ります。 

    ⑥ 工事期間中の校舎の使用（夏休みの仮職員室など）、仮設校舎の設置、学校行事、部活

動、地域開放等について、予め学校と十分協議・調整します。 
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図 ５-２９：校舎棟、屋内運動場の改修箇所のイメージ図 
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表 ５-１：校舎の改修項目 

工事項目 検討工事内容 

１ 直接仮設 養生、外部足場、内部足場、仮設間仕切り等 

２ 屋上防水改修 撤去・改修（屋上防水・笠木・フェンス・ルーフドレン） 

３ 外壁改修 改修・撤去（外壁洗浄・外壁補修・中性化改質材・防水型複層塗材・竪樋） 

４ 建具工事 

外部建具撤去改修（アルミ製建具カバー工法、強化ガラス） 

内部建具撤去改修（パーティション・鋼製建具・木製建具・軽量鋼製建具・防火戸） 

５ 内部改修 撤去改修（床・壁・天井仕上げ・下地） 

６ 家具・ユニット 撤去・改修（造作家具・流し台・カーテンボックス） 

７ 電気設備 撤去・改修（感知器・照明・放送設備・受変電設備・幹線設備等） 

８ 換気設備 撤去・改修 

９ 給排水・ガス設備 撤去・改修（給水・排水・給湯・消火栓・ガス等） 

10 トイレ改修 撤去・改修（内装仕上げ・便器・ブース・照明・換気等） 

11 
エレベーター改修
（既設昇降路再使用）

撤去（既設エレベーター撤去）、改修（エレベーター更新） 

12 キュービクル 撤去・更新 

13 受水槽 撤去・更新 

表 ５-２：屋内運動場の改修項目 

工事項目 検討工事内容 

１ 直接仮設 （養生、外部足場、内部足場等） 

２ 屋根改修 
金属屋根葺き替え（フッ素樹脂鋼板葺き・断熱仕様）  

金属屋根塗装改修（遮熱塗料）、陸屋根（断熱シート防水・笠木・ルーフドレン） 

３ 外壁改修 撤去（外壁洗浄・竪樋）、改修（外壁補修・中性化改質材・防水型複層塗材・竪樋） 

４ 建具改修 撤去・更新（アルミ製建具・鋼製建具） 

５ 内部改修 
撤去・改修（床・壁・天井仕上げ・下地） 

※アリーナのフローリングは研磨の上再塗替

６ 家具・ユニット 撤去・更新（造作家具） 

７ 電気設備 撤去・改修（感知器・照明・放送設備、分電盤等） 

８ トイレ改修 撤去・改修（内装仕上げ・便器・ブース・照明・換気等） 

９ 換気設備 撤去・改修 

10 給排水・ガス設備 撤去・改修（給水・排水・消火栓等） 

11 特殊工事 撤去更新（バスケットゴール、床金物、収納台車）、撤去・更新（舞台機構・幕） 

12 防災機能強化 備蓄倉庫 
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